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	三浦　陽子

	論文名
	Studies of Crystal Structure and Spin State in Diluted Triangular Spin Tube KCr1-xAlxF4

	国際会議名
	26th International Conference on Low Temperature Physics [LT26]

	開催地
	Beijing, China

	参加期日
	2011.8.11~2011.8.16

	参加目的：
LT26という大きな国際会議に出席し、最近注目を集めている三角柱構造をとるスピンチューブに非磁性イオンを置換した効果に関する研究を発表するとともに、様々な研究分野のトピックスを見聞することによって今後の研究活動に生かすため。

	会議の状況：
成長著しい中国北京のオリンピック会場地区にある国際会議センターにおいて、世界各国の研究者による様々な発表がなされた。口頭発表は５会場で平行して行われ、ポスターセッションも５日間に分かれているなど発表数は膨大で、多くの参加者が会場のあちこちで活発に議論を交わす盛況な会議であった。

	成果概要：
三角スピンチューブの非磁性イオン置換効果に関する研究をポスター発表した。非磁性イオンを置換することにより結晶構造が局所的に歪んでスピン間の結合が切れるため、三角形構造内のスピンフラストレーション状態がどの様に解消されるかに重点を置いて発表した。発表を通して三角スピンチューブの理論計算を行っている方々と、実験結果と理論計算を比較した議論を行うことができ、今後の研究への刺激を受けることができた。三角スピンチューブはモデル物質がほとんど発見されていない系のため、実験と理論の両輪で研究を深めていくことが大切だと再認識した。口頭発表については低次元フラストレーション系の磁性に関する発表を中心に聞き、三角格子やハニカム格子などの結晶構造を持つ物質の磁性について、最新の知見を得ることができた。また、グラフェンナノリボンなどの最新トピックにも興味をひかれた。LT26に参加して得た知見を今後の研究の糧にしていきたい。
今回このような機会を与えてくださった望月基金に深く感謝いたします。


